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【解謝
　本稿は，ゴーハル・ナウシャーヒー（Gohar　Naus紘hl）編のサイヤド・バシール・フ
サイン・ブハーリー（Saiyid　Bashir　Husain　BukhAr￥，1920一王987）の日記の翻訳である。
この日記は，パキスタン独立50周年記念事業の一環として1997年に国立國語アカデミー
（Muqtadira－e　Qauml　Zab2R）から『パキスタン建國に関するある勤労者の日記（QayaM－e
Pakistdn　Par　Ek　Mihnatkash　ka　Roznamcα）窒という題名で刊行された。
　編者の序文によれば著者ブハーリーは大学入学許可（me麺k：matriculation）に合格後
職探しをしていたが，1946年11月14日，鉄道局工場の勤務に就いた。住所はラーホー
ル軍管区（cha’onT）のニシュタル街区（Nishtar　Muhalla）内で，日記に記された佳所には，
著者の第二夫人およびその子どもが1997年現在も住んでおり，この子どももパキスタン
鉄道局に勤務している。著者本人は1987年に他界し，ラーホール市内に埋葬された。
　本書では，1946年7月26日から48年8月30日までの，パキスタン独立前後のラーホ
ー ル市の状況を描いた部分が抽嵐されている。臼記はほぼ毎日書かれたものだが，校定本
が独立記念企画の出版であるがために，独立運動に直接関係のない部分が割愛され，独立
直前である1947年7月，8月の詑述が多めになっている。このH言己は，ラーホールの露
天の古書商で校訂者によって発見されたもので，「北西鉄道（North　Westem　Railway）」
と記された用紙や，日本語で書かれた給与明細の裏に綴られている。筆者は，1995年に，
校訂者より本日記の現物の一部について照会を受け，H本語部分を確認したが，それは，
厚手の台帳がごとき体裁の給与明細で，ひと月を10日毎に区切り，最後の部分にひと月
の食料の配給分を記すようになっていた［Nausli2hi，　p．　8．］。
　1947年8月のインドとパキスタンによるイギリスからの独立については，わが国にお
いても，〔加賀谷・浜口1977］，〔中村1977］［浜口1983，2000］［近藤治1998］など，歴
史学や政治学の手法によって多くの研究成果が発表されてきた。また［加賀谷1961；
1963］は，ムスリム思想史の観点からパキスタン独立を解釈した先駆的な成果と位置づけ
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られる。さらには，大阪外懸語大学アジア研究会が編纂した『1940年代アジア総合年刻
における南アジア年表によって，分離独立前後の政治・経済的に主要な出来事が確認でき
る1。年表については，最近ではパキスタンから，1700年からig47年までの詳細な歴史
年表が刊行された£Aziz］。
　分離独立時，インドとパキスタンへの住民の大移動が起こり，特にパンジャーブ地方に
おいてはヒンドゥーやムスリム，スィクらによる宗教的な対立構造が激化，数十万人単位
の犠牲者を出した2。この時期を描いた小説としては，［ラピエール1977］が筆頭に挙げ
られるが，南アジアでは，この動乱を描いた文学作品がウルドゥーやヒンディーなどで数
多く発表された。これら動乱を主題とした文学作品は，「動乱文学」と呼ばれることもあ
る3。しかし，これら動裁文学作品については，宗教を超えた人間性を主題とし，宗教聞
対立を強調しないといった作為性が指摘されてきた4。他方，近年，動乱時に関するオー
ラル・ヒストリーが刊行されたり［ブターリア2000］，反英武力闘争で絞首刑となったラ
ー ムプラサード・ビスミル（1897－1927）の自伝が翻訳紹介される［ビスミル2007］など，
分離独立期に関する調査研究が発表されるようになった。
　インド・パキスタン分離独立という歴史的事件の起こった時代の社会状況や背景を理解
する上で，その蓋時の大衆の記録は，たとえ記録者の主観が強く反映されているとしても，
貴重な手がかりとなる可能性を一f分に秘めていることは明らかである。本稿は，パキスタ
ン独立隠の史資料として，独立時ラーホールに居住していた鉄道局工員の日記を紹介し，
婁時の社会状況を明らかにすることで，ウルドゥー語による私文書の史資料としての可能
姓を模索することをE的としている。
　H記中に畠てくる地名のほとんどは，ラーホール軍管区内のもので，現フォートレス・
スタジアム近郊の地域を指している。この日記では，独立直前の6月頃からラーホールで
宗教聞の対立が顕著となり，殺人や放火などが根次ぎだす緊迫した情勢となったことが描
かれている。岡時に，著者や，著者の岡僚たちが，外出禁止令の発令中も，パキスタン独
立Hである8月14日の蘭日13日まで，鉄道局工場に通勤していたこともわかる。独立当
日およびその後数βは勤務していないことがわかるが，いつ仕事を再開したかは明らかで
はない。ただし，本書では10月30Rには恒常的に繊勤しているかのように言己されている。
すなわち，嗣度としての鉄道周などは，パキスタン独立直後の混乱をはさんで，独立前の
状態のまま引き継がれていた様子がわかる。さらに動乱の状況や，襲撃を恐れたムスリム
が合欝葉を打ち合わせていたなど，興味深い事実が見られる。ただし，これらの記述，も
しくは「建国50周年」を謳った出版物としての編集作業が，動乱のすべてを描き出して
いるとは言い切れない点を忘れてはならない㌔
　また，薩眠会議派の動きに対し抗議の欝的で服喪の行動をとったり，政治犯釈放などに
際して祝う姿，あるいはデモで婚礼の行列を模したり，独立後のガーンディー暗殺に衷心
から服喪するなど，庶民ならではの政治参画の様が兇られる。同じバーザール内での殺人
事件や，政治的な事件に対し，一斉に店を閉める行動は，南アジアでは現在も見られる動
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きである。さまざまな政治的，社会的な事象に対する社会（庶民）の反応は，まさにこの
ような記録によって裏付けられるものである。また当時のラーホールでの祝祭欝がイスラ
ー ム聖者の命日や皇帝の誕生日，あるいは春を祝うバサントの祭りで休日になるなど，当
時のラーホールでの社会について，種種の情報を提供している点でもt貴重な資料である
といえよう。今後は，このようなウルドゥー語資料のさらなる発見と紹介によって，南ア
ジア史の一屡の理解を深めたい。
【翻訳】
（注：文中の「…中略…」の箇所は，すべて原書において校訂者により省略された部分で
ある。）
1946年8月16日
　本日全インド（HindustAn）のムスリムが不服従運動（Sivil　Na－farm巨ni6）の形で，イ
ンド全域でのストライキを行った’。市内全域で集会やデモが実施された。私も朝ラーホ
ー ルに行った…中略…市内全域の馬車屋もストライキをしている。このため私もシャーフ
ー・ ガリー（Shahif　Ga￥hT）迄徒歩で行かねばならなかった。そこからバスに乗って家に
戻った。
1946年9月1日
　今日の雑誌（parca）野ザミーンダールZamrndar』8に書いてあったが，2Hにネルー政
権が樹立される模様9で，その歓迎を黒旗（siy2h　jhandiya￥）｝eにて行うべきとあった。人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムハッラ
はそのとおりに実践した。私もこれに参加した。夕刻，食事をとってカーズィー街区
（Qa毎M晦alla）に行った…中略…そこでは黒旗が配布されていた。そこで私は数枚の黒
旗を貰った。私は大きな黒旗を持っていたが，そこに花輪もかけてやった。
1946年9月2日
　今日は9月2日だ。朝バーザールに出て見ると，すべて黒旗で埋め尽くされていた…中
略…鉄道駅まで馬車で行く。そこからランデー・バーザール（Lande　B2zar）を通ってデ
リー門，そしてカシュミーリー・バーザール（KashmTri　BazAr），ディッビー・バーザー
ル（Dibbi　Bazar）からカスィーラーン・バーザール（KaslranBAz2r）を通ってまたデリ
ー 門を通って戻ってきた。今日は町中一面に黒旗が見られる。そこから馬車に乗って中心
（＄adar）にやってきた。
1946年9月15H
　今朝水浴びをして食事をとり，仕事に出かけた。しかし，ムハンマド・フサイン
（Muhammad　Husain：人名）の店でマンズール（Ma㌶ur：人名）に幽会ってしまった。
彼は昆族防衛隊（neshnal　gard：　Rational　guard）llの用紙（farm）を書き終えていたので，
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私にも記入するように命じたのである。そこで私も蹄躇することなく，民族防衛隊の用紙
に記入した。今Hはβ曜で，2時半には会合に行かねばならなかったので，1時に仕事を
終えた。帰宅し，食事をして2時半にマンズール，アフザル（Af写al：人名）と会合に出
かけた。3時を過ぎて話し合いが始まった。その後外部から来た人物が，全員に棍棒や
ナイフの使い方について指導していた。その後パレードについても少し話があった。およ
そ6時に散会した。
1946年11月18日
　今日，グラーム・アフマド公園（塾ul展m　A葦mad　Park）12でムスリム連盟の集会がある
とわかった…中略…ガリー・シャーフーでは鉄道局の労働者の集会があると聞いた。その
後申心部に出て，ムスリム連盟の集会を聞いた。そこにはサイヤド・イマームッディーン・
ビハーリー（Saly呈d王mamud（1￥R　BiharY）とイナーヤットゥッラー（‘王nayatuli5h）教授や，
他の演説家たちの演説を聴いた。しかし，教授の演説が終わると，10疇30分に帰宅した。
1947年1月24日
　今日3目寺，ムスリム連盟の全指導者が逮捕され，夕方釈放された。しかし夜中の12時
に彼らの自宅に捜索が入りt再度逮捕された。このHから運動が始まり，不臓従運動も開
始された13Q
1947年1月26日
　今Bは休日だった。11時に町のシャー・ミーラーン（S瞭hMTr2n）に出かけた…中略
…途中，デi］　一門の外で群集が身柄を掬東されていた。中心部に行くと，そこでもミヤー
ン・ラフィーウッディーン（Miy5n　Rafl‘uddiR）の指揮下にあった群集が集まっていたが，
警察はそこでは彼らを逮捕しなかった。彼らがムガルプーラに行くと，そこで警察は彼ら
を逮捕した。そしてジャッルーに行って［群集を］釈放して戻ってきた。群集は49寺に戻
ってきて，バーザール中や街区，小路を巡園して廻った。夕刻に散会していた。
1947年1月27日月曜（バサント）
　今Hはバサントのため休日だっだ1。そこで朝起きて12時まであちこちを歩き懸った。
今日はラーホールのモーチー門（Moc質）arw2za）の外で集会があった。それは，1947年
1月24Hに逮捕され，　ig47年1月26日に釈放された［ムスリム連盟の〕指導者が開催し
たものだった15。集会後壮麗なデモが行われた。そこでは，一入の男の顔が黒く塗られ，
薮ムスリム連盟指導者を逮捕させたパンジャーブ州首相3ヒズル・ハヤート（坐頭
耳ayat）を模した姿があった。もう一人の顔も黒くして，総督6を模した姿が出されていた。
圭947年1月31日
　今日は5時30分に帰宅した。バーザールでは騒ぎが起こっていた。ラーホール〔中心綱
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からやってきた数名のならず者（aubash）の一団が警察に逮捕され，バルキー一（Barkづ17
の方に向かっていた。私も隊の］外に出て，しばらくそこにいた。
｝947年2月7日金曜
　今日5時30分に仕事から戻り，食事をとった。夕方8時，バス（omnibus）や，警察
のトラックにおよそ200人が乗っていると思しき8台のトラックが前を過ぎて行った。今
欝は雲がかかっていたので，そのとき雨が降り出した。今日は［慈悲の雨雲のように3自
然と警察官の心に慈悲が訪れたのか，警察は逮捕者たちをたった11マイル離れたところ
で釈放した。それはラーホール軍管区からたった6マイルの場所だった。9時，警察のト
ラックは戻っていった。その後人々が戻り始めた。ある軍用トラックが二度にわたって人々
を運んでおろした。そこでその路上に人々が集まった。空のバスが来るとそのバスを止め，
人々を乗せていた。それからミヤーン・ラフィーウッディーンのトラックも［釈放地点に］
向かい，残っていたすべての人々を連れ戻した。そして彼らを町に連れ戻した。今Hはと
ても賑やかで，今は圭1時だ。
1947年2月8日
　今日は預言者生誕祭（‘ld　mlladun－Nabi）の行進があったので，夕方8時にデモに参加
した。3時間デモは続いた。その後11時にデモが終わり，帰宅した。今は11時15分を
廻ったところである。
1947年2月9B
　今臼…中略…行進を兇に出かけた。モーチー門からデモは始まり，デリー門を通ってバ
ー ティー門（BiWttr　Darvv5za），それからアナールカリー（An2rkall）［バーザール］からこラ
ー ホールの中心を貫くコマール通りに出た。5時に始まり，8時にマール通りのチャリング・
クロス（CariRg　Kras）に着いたところで逮捕された。その中にはラーホール軍管区のム
スリム警備隊の者も数名いた。
1947年2月10日月曜
　今日は1時30分に家に戻った。帰宅すると，ここでは女性たちのデモが華やかに行わ
れているとわかった。イスラーミーヤ学校（lslamTya　Skttl）の男子学生たちのデモもあ
った。そのデモは，〔パンジャーブ州酋栢］ヒズルの邸宅に；klかおうとしたが警察がこれ
を止めた。今臼工塀8でもデモがあった。［私はユバーザールに出かけた。そのときも⊂バ
ー ザールで〕行進が花婿の行列（barat）のような形で出ていた。数名はこ花婿のように3
馬に跨っていて，先頭では楽隊が演奏していた…中略…その後自動車（motar）に乗って
市内，モーチー門に向かった。そこに着いてわかったのは，昨夜，ベーダン通り（Bedan
Rod）でデモが戻ってきていたとき，どこかの家から煉瓦数個が投げつけられ，これによ
って一一名が負傷，メイヨー病院（Meyo　Haspat21）1こ運ばれたが，夜1時に亡くなったら
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しい。今日はその人物の葬儀が大学グラウンドで行われるという…申略…聞いたところで
は，今日イスラーミーヤ・カレッジ（ls12mTya　Kalej）の男子学生たちがラーホール高等
裁判所の事務所にあるイギリス国旗を降ろして引き裂き，燃やした上で，ムスリム連盟の
旗を掲げたという。旗は2時間掲げられていたとのこと19’。
1947年2月11日
　今日5時30分に仕事から戻った。あるデモが朝からバーザールをぐるぐる廻ってヒズ
ル邸に向かおうとし，警察がこれを阻止しようとしていた。私も出かけたが，チャターイ
ー橋（cat濃w灘a　pul）の上で合流し，ラール・カルティー（L烈KartT）を通りながらバ
ー ザールとサーガル通り（S2gar　Roφ）を歩いてグージュラーン区内（A填ta　Gitjr2n）に
行って分散した。
1947年2月12日
　今臼は5時30分に帰宅した。そうこうしているうちにデモがやってきて，そのデモと
ともにバカル街区（Bakar　M曲a玉la）まで行った。今日はtバルキー方面に逮捕者を連行
して戻ってきたトラックがあったが，その［トラックで連行された］人たちが戻ってき始
めた。
1947年2月21日
　　　　　　　　　　　　　パラ　ス
　今日バーザールに行くと，濃き臼街区（Kharfis　Muhaila）でデモに合流した。デモは
歩き濾り，帰路で警察署前を通ると，逮捕者用のトラックが警察署に止まっているとわか
った。そこで長い聞デモが続いていたが，しまいに軽罪判事（majis㌻reOの説得でデモ
は引き返した。今日はデモでかなりの大声でシュプレヒコールを叫んだので咳に悩まされ
ている。
1947年2月24日
　今日は「運動の日」が祝われた2°。すべてのバーザールはゼネストに入った。ラーホー
ル市内では男女それぞれのデモが盛大に行われるなどした。ラーホール軍管区では女性た
ちのデモが出た。あるヒンドゥーがデモの写真を撮ろうとしたが，霞家警備隊の男たちが
彼を捕まえ，カメラを壊してフィルムを抜き出し，破棄した。
1947年2月26日
　今臼ムスリム連盟と政府の和解が成立した2圭。
1947年2月28日
　今日47年2月28日は，〔ムスリム］連盟と政府の問で合意ができてちょうど34日目で
ある。運動中に逮捕されていた指導者全員は釈放された。公共保安条例［Public　Safety
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OrdiRance］は撤回された。
1947年3月2H
　今日［ムスリム］連盟から，「勝利の日（yaum－e　fath）」22を祝うとの発表があった。そ
こで家に戻るとナズル（Nadhr：入名）とアービド（‘Abid　l人名）の言うとおりに色と
りどりの旗を切り取りだした。緑色の4枚の旗に白い月と星を切り取ってつけた。8時30
分になっていた。夕方，たくさんの灯が灯された。
1947年3月3El
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナワ　エワクト　今朝仕事に向かうと，ヒズルが閣僚を辞任したとわかった23。それでll時の刺紙が出
した号外（zamTma）を読んだ。今日ミルザー・イブラーヒーム（Mirz讃br翫Tm路の仕
事場（shap）から私が爾たとき，すべての工場がゼネストに入っていた。鉄道局発電所
や格納庫でもゼネストになっていた。人はみな事務所の前に集まり，演説を行っていた。
われわれはみな修理工場内を歩いてみたが，全工場がゼネストになっていた。圭2時に外
に出て1時に番号を書きとめ，程なく帰宅した。ここでは人々が群れをなしてヒズルの屋
敷に向かっていた。今日は誰も彼もが［ヒズルの〕崖敷に入る許可が下ったのである。私
も出かけたが，すぐに戻ってきた。
1947年3月4日
　今日12時に仕事を終えて一時間ほどで外に出ると，ミルザー氏の集会があった。その
中で聞いたところでは，ラーホールでスィクに対し銃が発砲されたとのことである。少し
前にストライキを巡って譲いが生じていたので，私は番号を記入して誰かに渡し，家に戻
ったのである。帰宅して，本当に銃が発砲されたとわかった。自転車に乗ってバーザール
に出た。帰り道，スィクとヒンドゥーのデモがジャッルー交差点を，スローガンを叫びな
がら過ぎていた。
　「子どもたちが殺される，パキスタンはできないだろう25」
　私はデモに並んだ。しかしデモは少し進んだところで病院の方に向かっていた。それで
私が家に戻ろうとしていると，［デモは］警察署の方に進んでいった。警官は警棒とピス
トルで武装し，デモの方に向かった。そしてドーグラーン区（Ahata　Dogr2n）に行って
デモを止めた。デモはサーガル通りを抜けて［スィク礼拝所の］グルドワーラーに着いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミラ　ブ
終わった。しばらくして私はバーザールに出かけたが，窪和鰯紙の号外を買った。帰宅
して食事をとる。その間に，布告が出て，今βから都心部では戒厳令（mashal　i蕊）（外出
禁止令（karfya））が発令され，夕方6時から朝7時までの間に屋外で見つかった者は，
銃撃の標的となるとのことであった。今晩は，すべてのムスリム［の住む］街区では国家
警備隊の連中が巡圃している。
1947年3月5臼
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　今日12時に昼食の休みに外に畠ると，ラーホールでは大変な騒動が起こっているとわ
かった。それから，サダル・バーザールで発砲があったと聞いた。私はそのとき番号を取
って家に戻った。調べてわかったのは，あるデモが一方からやってきて，街区に入り込も
うとしたのだが，警宮の拳銃を見て簾ったとのことである。その後わかったのは4時に大
規模なデモが出るということである。警察は準備万端にして，4時にデモが始まったのだ
が，警察の拳銃を見るやしばらく動き厩った後，散り散りとなった。皆小路の端に立って
見物していた。6時に戻って食事をとり，またバーザールに行った。そしてバーザールの
端に立った。あれこれ話をしていた。町からやってきたある男の口から，その男が自分の
臼で見た出来事を聞いた。男が言うには，とてつもない発砲がなされt～千人近く，いや，
～千入以上のヒンドゥーやスィクが殺された。その遺体は今トラックに載せられてどこか
遠い場所に運ばれた。今9時になったところである。
1947年3月6日木曜
　今朝8時に起床。顔や手を洗おうとしていた矢先に，突如として「来たぞ侮ga’e）」
という叫び声が沸き起こった。皆［家の3外に駆け畠した。ミヤーン・ラフィーウッディ
ー ンの［家族の3女性たちがバザーズ街区のある家に住んでいて，主人が外に仕事に繊て
いたのだが，ヒンドゥーたちが彼女達を取り囲んだのである。彼女達を引き取るために，
私が一入で向かった。ヒンドゥーたちがこれに攻撃を仕掛け，ムスリムたちに知られると
ころとなった。それで騒ぎが起こったのである。そうこうしているうちに警官がやってき
て，全員を逮捕するよう命じた。中に入って，顔や手を洗い，チャーエを飲んだ。今日は
警窟がとても待ち遠しかった。バーザールを巡回するイギリス軍の兵士が呼ばれた。一日
じゅう小路の端に立っていた。今β軍隊士官がやってきて，外出禁止令を発令した。夕方
発令され，8時以降何人も外出しないように，もし外出したら発砲されるとのことである。
8時15分に警察や白人（gora）軍隊がすべての小路を巡翻して過ぎていった。それから
ダラムプーラの方から2発銃声があった。それから少しして，サダル・バーザールから
一発銃声がした。
1947年3月7日　　金曜
　今臼は仕事に行かなかった。今日は体んだ。今夜ヒンドゥーが£ムスリムを襲撃する3
ナ全な準備をしているという知らせがあった。そこでナ分警戒して眠らなければならない。
姉さんとアービドは今日屋敷で寝ている。今は8時30分だ。10時30分にまたバカル街
区の方からシュプレヒコールが高くなったが，警察が鎮圧した。
1947年3月8日　土曜
　今日ムスリムの会合があった。誰かが襲撃された場合，誰も騒ぐのではなく，特別な言
葉fボンベイーbamba℃と3同呼ぶということが了承された。夕方7時30分にイギリ
ス入軍隊のトラック2台と警察のトラック1台がダラムプーラ（Dharampura）に向かっ
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て行った。～晩中警察の車が巡圃していた。
1947年3月9日
　今日秘密のビラ（parca）が餓た。そこには，1万人のスィクが諸州から11日に「反パ
キスタン」デー（yaum－e　e頭p巨kist盃n）を祝うために［ラーホールに3来ようとしてい
ると書いてあった2S。
1947年3月10日
　今朝仕事に向かい，［仕事場に3着くなり聞いたところでは，夜7時30分を過ぎたころ
果物屋のアーシク（‘Ashig：人名）が殺害されたという。6人が容疑者として逮捕された。
今Bバーザールは閉まっていて，バーザールでは再度il3局から布告が出され，何人も棍棒
やホッケーのスティック，武器を持ってバーザールを歩くことはできない，また夜間誰も
隣び声を挙げてはならない，とのことであった。7隠30分にユーナス（Yunus：人名）
とメヘル・ドーガル（Mehr　Dogar：人名）がふれ圏っていたところでは，今日は以前に
も増して警察と軍隊が出動しており，皆安心して眠れるだろうとのことである。
1947年3月11日
　今日はスィクが大規模なデモ「反パキスタン」を行うと聞かされていたので，［仕事を］
休んだ。あちこちで話を聞いて圏ったが，どこにも，いかなる種類の騒動は見幽たらなか
った。今日は朝から雲が出ていた。涼しい風が吹いていた。時折にわか雨にもなっていた。
1947年3月12日
　今日仕事が8時に始まり，昼食の休みは1時間の代わりに半時間だった。そして5時に
は終業となった。みな一緒に家路に着いた。帰宅すると，ザヒーラ夫人（勿h重ra　Begam）
が家族全員とともにアムリトサルからここに来ているとわかった。家が焼けてしまったた
めに，気の毒に5日間，家の外で，一体どこをどう歩いてきたのか，今臼，着の身着のま
ま（sirf　tan　ke　ka理o阜ke　sath）ここにたどり着いた。今Bジャスワント・スイング（Jaswant
Singh：人名）の家の捜索があり，多くの武器（銃弾，火薬）が押収された。そして2丁
のヨーロッパ製拳銃も押収された。だがならず者のあん畜生，アクラム（Akram：入名）
は保釈金を凝、って釈放させたのである。
1947年3月19日
　　　　　　　　　　ザミ　ンダ　ル
　今日バーザールから『地主」紙の暑外を買った。なぜならそこにジンナーの発表が掲
載されていたからだ。家に戻って読み続ける。
1947年3月27日
　今朝仕事に行くと，今朝鉄道修理工場の近くのムスリムを誰かが殺し，線路の上に寝か
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せていたとわかった。
1947年3月29日
　今日ドーンガル街区の数名のヒンドゥーが悪事を働き，警察が彼らを逮捕，連行した。
さらに菓子屋ファテ・フサイン（Fath耳usain）の家に警察の捜索が入ったが，何も押収
されなかった。8時50分に1台の公用車が通り過ぎたが立て続けに3発発砲した。その
音は自転車のパンク音そのものだった。住民はみな驚いて外に出てきた。さまざまな噂が
聞こえだしてきた。
1947年3月30日
　今日は3月最後の日曜だった。いつも通り今日はメーラー・チラーガーン（Mela
Cirasuk2n）際り］あるいはシャーラーマール（Sh灘am議r）［庭園］の祭りの日だ。しか
し騒乱の危険牲があるため，当周から［の指示で3今圏，祭りは申止となった。
王947年4月25日
　今日聞いたところでは，ラーホール帝街地で警察が学生たちに向けて発砲したとのこと，
その理態は今もって明らかでない。それ以外に特に書き留めるべきことはなし。
1947年5月14日
　今朝仕事に行って聞いたところでは，ラーホールで騒動が起こったとのこと。4時頃…
中略…ラーホールでは24時間外出禁止令が発令された。このため，全員の休業が言い渡
される。今日ラーホール市内ではかなりの騒裁となり，4時から24時間の外出禁止今が
布告された。しかし外出禁止令にもかかわらず。騒乱は続いていた27。
1947年5月15日
　今朝仕事に向かった。ラーホールには外幽禁止令が出ているため，今日の出勤者はとて
も少ない。
1947年5月16日
　今朝仕事に行った。今日は昼食休憩が12時の代わりに1時になった。そして私は1時
半に帰宅した。帰宅して聞いたら，ラーホールではかなり激しい騒乱が始まったという。
今日ラーホールでは金曜礼拝の後激しい騒動が起こり，何発もの発砲がなされ，数え切れ
ない家屋に火か放たれた。特にバーン・ブターン（Ban　Butait）のバーザール，スリヤーン・
ワーラー・バーザール（SuriyEn　W215　B琶z2r），アクバリー市場（Akbari　Mandf）は完全
に破壊され，灰燈と化した。皆家屋が燃え盛るまま，外に飛び出たのである。鉄道駅には
あまりに多くの人が押し寄せ，身動きできない状態である。夜11時30分，突然騒ぎが起
こり，喚声が聞こえた。敵が攻撃しに来たようであった。皆警戒した。この騒ぎはダラム
100
大阪外岡語大学論集第36号（2007年）
プーラから起こったように思える。
　今日はバーグバーンプーラ（Ba9塁b2npura）での衝突が激しく，火も放たれた。今は
10時である。
1947年5月19日
　今日自転車で仕事に行った。入って聞いたところでは，バーグバーンプーラのロコ
（Loko）x9の班長が殺害されたという。そこでは激しい騒動が起こっている。夕方聞いたと
ころでは，周辺の避難民が大勢ラーホール軍管区におり，彼らのせいで衝突が起こってい
る。そしれダラムプーラの佳人たちは自分たちが襲撃すると宣書した。このため，直ちに
自人の軍隊が呼ばれ，彼らが巡測を行っている。
1947年5月22日
　今日ミヤーン・ラフィーウッディーンの製粉場に警察と多くの人々が集まっていた。調
べてみると，誰かが夜襲したらしい。そこで労働者に尋ねたところ，ラフィーウッディー
ンは霞身が危険な状態にあり，警察の保護を得るべきだとの報告を出したという。そこで
警察幹部たちがこの機会に見に来たのである。
1947年5月23摺
　今朝仕事に行った。その途中，工場の前で，アターリー（A㌻al￥）から来ていた数名と，
4人のスィクが何らかの理由で嘘嘩した。スィクのうち2入は逃走したが，2人は剣を抜
いた。程なく多くの人が集まった。そして彼ら［スィ列を捉えて工場の中に連れ込み，
警察に突き出した。警察は彼らを警察署に連行した。その後人々の問に恐怖が広がった。
そして人々はW．M29の事務所の前に集まり，スィクに対し，工場内に剣を持ち国許可を
与えるべきでないと主張した。この知らせで一層不安感が高まった。
1947年5月24日
　今臼はジョール・メーラー（Jor　Mela）（祭り）のため休日。
1947年6月3日火曜
　今臼警察の公用車が訪れて，今Hから11B間，サダル・バーザール（＄adar　Baz2r）と
ポリス・ラインは汐方］7時30分から朝6蒋まで外出禁止令が発令されたと発表した。
今臼ラジオで総督の演説があり，その後ネルー（NehrU），ムハンマド・アリー・ジンナ
ー （M晦ammad‘Ali　Jinn21）），バルデーヴ・スイング（Bardev　Singh）の演説もあった。
8時を過ぎた頃，この3人ウルドゥー語で演説を行っていた。そして私たちは皆座って聞
いていた。今はIO時25分である。
1947年6月8日臼曜
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　2時15分ごろ，ムガルプーラの方から続けざまに2発の爆発音が聞こえた。しばらく
して，ムガルプーラ駅からマール倉庫にある別送荷物のうち［のいずれか3から爆弾2発
が爆発したと判明した。
1947年6月9日
　今朝仕事に行くと，ラーホール市街地のティッビー警察署管区（Tibbi）は48時間の外
出禁止令が出たとわかった。
1947年6月16（11？）3°日
　今朝，モーチー門で騒動が発生し， そこは60時間外趨禁止令が出たと知る。
1947年6月12日木曜
　今臼は皇帝の誕生日31の休臼だった。今日聞こえてきたのは，ラーホール鉄道駅の近辺
のヒンドゥー避難Kキャンプで爆弾が爆発し，警察がすぐに出動，数名を逮捕して連行し
たとのことである。
1947年6月13日
　今日，外出禁止令の期間が47年7月24日まで延長されたとわかった。そしてマザング
（Mazang）［地区コでは60時閥の外出禁止令が発令された。
1947年6月16日月曜
　今Hは願言者ムハンマド昇天記念の祭3シャベ・ミーラージ（Shab－e　Mi‘r盃」）である。
今日はバーグバーンプーラで激しい衝突が起こった。たくさんの火が放たれた。
ig47年6月17日
　今B…中略…聞いたところでは，ドンガ街区のモスクに，誰かが爆弾1発を置いたか，
投げ込んだらしい。その知らせが警察に伝わり，警察は白人の軍隊とともに来て，長い間
作業を行った。軍隊の何人かが路上に立っていた。何人かは内部に入っていった。9時30
分に皆立ち去った。
1947年6月19日
　今朝仕事に行くと，ラーム横丁（RAm　Gali）から数名に対し爆弾1発が投げられ，こ
れによって2名はその場で死亡，残りの2入は病院に搬送された後死亡した。その後騒乱
が発生した。ラーム横丁とシャー・アーラミー門（Shak‘AlamH）arwaza）の椙当の家屋
に火が放たれ，多くの人が殺された。
1947年6月21H土曜
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　今朝仕事に行った。1時15分に帰宅する。今日ヒンドゥーたちは野菜市場で1発か2
発の爆弾を投げ込み，これによって数名が死亡，多数が負傷した。そしてそこの警察署長
はスィクだった。彼もまた多くのムスリムを銃殺したので，その後ムスリムが〔復讐を3
始めた。［ムスリムは］そのスィクの警察署長をその場で殺害し，殺繊と略奪は激化し，
多くの場所で火も放たれた。
1947年6月23日
　今朝仕事に出かけた。本部から特殊な用紙が届き，班長2人も一緒に来たとわかった。
彼は全員に対し，この用紙に記入させた。その中には，お前はパキスタンへ住みたいか，
あるいはインドで仕事をしたいか（2ya　tum　Pakistan　men　rahn2　cahte　ho頭Hindust狛
men　k2m　karm2　cahte　ho），と書いてあった。今臼は一日中こういったことが続いた。
およそほとんどのムスリムはパキスタンで仕事をする意志を示した。その中に私もいた。
それから今日市街地の知らせでは，シャー・アーラミー門の集落で放火されたところは，
昨Hすなわち47年6月22日，1時間後に鎮火したという。それによって200件以上の家
屡や店舗が破壊された。他にもいくつかの場所で火災が起こった。
1947年6月24日火曜
　今朝仕事に行った。そこで，今日ダラムプーラの誰かが仕事に来ていないとわかった。
今日ダラムプーラの警察は軍隊とともにチーチャ氏（Cica）［宅］を急襲し，そこからト
ラック4台分の武器を押収した。また現地産のワイアレスセットも押収された。それは直
接デリート交信できるもので，ある女性を取り押さえたところ，乳房の下からピストルを
押収したということである。ワイァレスセットをシュクルアッラー（Shukr　Allah：入名）
警察署長が試したところ，デリーから誰かが，「チーチャさん，何か武器が入屠なら送り
つけますよ」と喋った。
1947年6月25日
　今朝仕事に行った。本部から爆弾2つと部品ひとつが揮収されたと判明した。
1947年6月30日
　今朝仕事に行った。今日私たちの工場から6人が希望者（diza’iar）となった32。4時45
分に帰宅し，水を満たして水浴びし，外出した。人々から口伝えにわかったところではt
夜この街区に警察が急襲したという。その際，あるパーティー（その中には4入のメンバ
ー とギヤーニー・ターラー・スイング（Giy琶nT　Tゑra　S圭ngh），そしてやくざ者ピヤーレー・
ラール（Piy2re　Lal　Bad－mu‘ash）も含まれていた）の容疑で逮捕した。今晩捜査する予
定だったが，そのパーティーはすべての文書とともに拘束された。そしてラーホールの
CIAに届けられた。その後バーブー・フィーm一ズ（BAbu　Ffroz）が書うには，彼自身
　　　ナワ　エワクト
が『時の声」紙で呼んだところでは，一昨日，一人のスィクがムハンマド・アリー・ジン
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ナーを襲撃しようとして屋敷の壁を飛び越えて［敷地］内に入ったが，襲撃する前に捕ま
ったとのことである。
1947年7月1日
　今日は，バーダーミー公園（BadamT　Bagh）にある何かの工場を警察が捜索し，そこ
から200以上のマシンガンや武器が揮収されたという。
1947年7月8日
　今日7月8日からスィクによる不服従運動である。しかし警察と軍隊は相当の準備を行
っているために，スィクは何もできないでいた。今日から外出禁止令の期隈は7月18日
まで延長された。そして［外出禁止］時聞も変更された。すなわち，今日から外出禁止は
［夕方］8時から朝6時までになるらしい。
1947年7月10日
　今朝仕事に行った。12時15分に［出勤3番号［を記入する3小屋に立っていたら，突
如騒ぎを聞いた。誰かが爆弾を投げ，そのためにムスリムが怒ったという。そこで彼らは
殺害を始めたのだ。修理工場前で5遺体が兇つかり，電話によって，このうち一人が修理
工場の者であると判明した。今日3時半を過ぎた頃，よくある程度の地震があった。その
後4時30分に工場を出て4時45分に番号がやってきて，水を満たし，水浴びをして，外
出した。シャフィーイ（Shafi‘：人名）からすべての状況が判明した。彼が霧うには，12
時半，私は外に繊ていたが，一一＄fのヒンドゥーのこ経営する］ホテル（喫茶店）で爆弾の
爆発音が聞こえ，すべてのムスリムがそちらに行き，多くのヒンドゥーとスィクを殺した。
そして爆弾を爆破しようとしていた人物を取り押さえた。そうしているうちにS．MWと
W．M．やお偉方の士窟や警官がやってきた。捜査の結果，彼が言うには，まだ6発の爆弾
が店内に残っているという。そして1発はどこかの印届握の袋に入っていた。すべてを警
察が押収した。工場の外にあった死体の総数は30近くになるという。今夕10時15分頃
また軽い地震があった。
1947年7月ll日
　今朝仕事には徒歩で行った。昨日の騒動のせいで軍隊や警察がたくさんいた。給料日だ
ったので3時30分に給与［支払い］が始まり，4時に給与を受け取り外にtliた。
1947年7月16日
　今朝仕事に行くと，入口にはたくさんの兵士がいた。とにかく中に入ると，昨夜7月
15H，修理工場の配給所No．2の近くでどこかの班長が殺されたということだった。
1947年7月17日
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今日仕事に行くと，軍隊のトラックが2台，塞ぐように入口の前に停めてあった。そし
て装甲車や搬送車がやってきていた。調べたところ，夜ムガルプーラ警察署の近くでラー
ム・ジー（R2mJI）という名のヒンドゥー請負業者が殺されたという。5時に帰宅する…
　　　ドヘビ　
中略…洗濯夫市場の近くで二人のスィクが労働者で溢れるトラックに爆弾を1発投げ込も
うとしたが実行できず，逮捕されたという。
1947年7月20H
　今日は聖ラマザーン月の初日である…中略…バーグバーンプーラの野菜市場で今日爆弾
が1発投げ込まれ，これによって4人が死亡，数名が重傷を負った。ラームガル（Ramgarh）
では爆弾が1発［自ら3爆発したが，何ら損失はなかった。
1947年7月2i日
　今日5時を過ぎてパーティー門の外のクラウン・シネマで映画が上映されていたが，爆
弾が1発爆発した。これによって35人が死亡，100人以上が負傷した。今呂は国境線画
定委員会の会合の初日である。
1947年7月22日
　今日仕事に行き，4時45分に帰宅した。その後聞いたところでは，5時にラーホールか
らアムリトサルに向かう列車があるが，それがムガルプーラ駅に停まったところ，何者か
が爆弾を投げ込んだ。それがなぜかプラットフォームで爆発し，2人が死亡したという。
内～人はラーホール軍管区のヒンドゥーだといい，もう一人はムスリムだという。犯人は
逮捕され，その後通勤用の電車にも爆弾が投げられたという。
1947年7月23日
　今朝仕事に行った。しばらくして兵器工場（ardiRans：ordnance）の労働者をムガルプ
ー ラとハルバンスプーラ（Harbanspura）の問で運送していた列車がt線路上に何か［障
害物を置かれて停止させられ，特定不明の組織によって襲撃されたと聞かされる。これ
により大勢が死亡し，さらに多くの人が負傷した。警察がすぐに鋼着したという。
1947年7月31日
　今朝仕事に出た。今日は［現在のインドとパキスタンの霞境地点のパキスタン側となる3
ワーガー（wagah）鉄道駅の近くに大勢のスィクが集まっていて，列車を止めようと準
備しているとわかる。しかし何らかの方法で運転手の知るところとなり，運転手は自らの
努力で列車を通過させた。
1947年8月11日
　今朝仕事に出た。運河に着くと，ガンジ（Ganj）の方角に裸の遺体が水辺から出され
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て置かれているのを見た。近づいてみると，その首の後ろには致命傷があった。後でわか
ったのだが，ラーホールでは騒乱が起きていたという33。それで工場も休業となったのだ。
今日はアムリトサルの境界で大規模な騒乱が起き，人々は逃げ惑いながらやっとのことで
ラーホールに着いている。嗣癒した人々は逃げるようにラーホールに来たのだ。その中に
はラーホール軍管区に来た人もあって，彼らは小学校（pra’imari　skitl）に場所が与えら
れた。
1947年8月12日
　今朝5時，突如として騒ぎが起こった。起きて見ると，バーザールでは大きな炎が上が
っていた。その前に，誰かがゴーパールの店に放火しようとしたようだができなかった。
バーザールの炎を見てそこまで行ってみたら，煙草屋のラブーラームの店が放火されてい
た。やがて炎は広がり，チャトゥル・スイング（Catur　Singh：人名）の店まで，すべて
の店が焼け落ちてしまった。消火器4基が運ばれ，これが火の手を掬えた。その後6時
30分に雨が降りだし，これが長い間降り続いたうえ，かなりの繭量となった。それから
仕事に行こうと支度をしたが，数名が［私を］止めた。9時ごろムガルプーラ駅で騒乱が
発生した。国家警備隊の任務についていた一人が負傷した。彼は病院に運ばれ，［負傷し
た警備隊員の］その代わりのムスリムの若者一人が，剣で6人のスィクを殺害，その後軍
隊も鋼着した。軍隊は発砲もした。昨日は13人が死亡し，一日じゅう小路やバーザール
を軍隊が巡鳳していた。
1947年8月13日
　今朝仕事に向かった。今βは給料日だったので，徒歩で向かったが，そこで聞いたのは，
ラーホールの労働者を乗せる列車の駅で，4人の非ムスリムが殺害されたという。その後
12時までは平静だった。1時を廻って私が給与明細を持って勤務時間課31に行ったところ，
給料を受け取ったり，何気なく外出したスィクは殺害されているとのことだった。そうこ
うしているうちに作業場内でも騒乱が起きたと聞いた。私たちの作業場でも多くの非ムス
リムが殺された。給与を受け取り，外に出た…中略…帰宅する…中略…その後聞いたのは，
バーザールが放火されたとのことだった。外に幽てみると，まさにその通りだった。ルテ
ィー・ラーム（Ruti　Ram：人名）の店が放火され，少しずつ8軒の店まで〔火は3届いた。
その間にゴーパール（GopEl：人名）の店が3度も放火されようとしたが，成功しなかった。
1947年8月14日
　今日は仕事に出なかった。休業となったのである。朝起きて水浴びをする。人々はゴー
パールの店に放火しようとしていた。何度も試みたが成功しなかった。夕方近くになって，
国境画定が秘密裏に判明し，「パキスタン」の国境はビヤース川（Biy2s）まで設定された
という。製粉場で軍と警察の謹いが起こった。そうこうしていると駅の方角から銃声が聞
こえた。私たちは逃げ出した。
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　夕方8時頃，バーザールで店舗数軒に火が放たれた。火事は4時問燃え続け，12軒が
灰となった。その後ベンガーリー街区の1軒の店に火がつけられた。そこからは長い閥銃
声が聞こえていた。12時きっかり，今日パキスタン・ラジオが最初の番組を始め，1時2
分まで続いた。今は15Hの昼の12時である。
1947年8月15日　金曜日
　今朝起きて水浴びをした…中略…あちこちをぶらついていた。金ての建物にパキスタン
の旗がはためいていた。今日，軍隊に所属していたり，軍の用務に就いていたスィクがあ
ちこちに駆け贋り，うろついていて，多くの場所で軽機関銃（bren　gan）でムスリムに
対して発砲し，多くの損失を招いたと聞く。ラーホール軍管区では［ムスリムにとっての
　　　　　　　　　　　　　　　　 カ　イヂアヘザム大切なコ金曜は平穏に過ぎた。今H偉大な指導者ムハンマド・アリー・ジンナーがパキス
タンの総督としての職務に就いた。夕方水浴びし，食事をとって屋敷に出かけ，ラジオを
聞いていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　イデア　ザム
今日，8月15日，パキスタンが出現した。夜12時に偉大な指導者ムハンマド・アリー・
ジンナーがパキスタン総督として，パキスタンに関する責務を，インド総督マウンドバッ
トゥン郷から自らの手に受けた。　　　　　　’
　神へ感謝を。
　聖ラマザーン月27日の8月15臼金曜日。
1947年8月16日
　今朝起きて水浴びをした…中略…一日中寝ていた。夕方外出すると，今日アムリトサル
は完全に無人化させる命令が出たという。そしてバスがこの任務にあてがわれたという。
1947年8月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャ　ナ　メ
　今朝起きて，食事をとった…中略…家で寝転がっていた。6時狂の書』を読んでい
たら，国境確定委員会の発表があったとわかったので，外出して調べてみると，本当に発
表があったと知った。パキスタンとインド（HindustaR）の国境はワーガーの近くに定め
られたという。このため，アムリトサルはインド側に渡った。今夕まで天気は晴れていな
かったため，［断食明けを示す］イードの月は見えなかった。9時，ラジオではラーホー
ルの天気が良くなかったために月が見えなかったと報じられた。一方，カルカッタ
（Kalkatta）やハイダラーバード（Haidarabad），サッカル・ローヘリー（Sakkhar　Rohrr）
では月が見えたという。11時にまた報せがあるという。ll時，月［が見えたと］の報せ
があったので，翌朝はイードである。今は11時15分だ。
1947年8月18日
　今日はイードだ…中賂…一日中横になっていた。
107
［翻訳］史資料としてのウルドゥー語日記一パキスタン独立時における鉄道局工員の記録一
1947年8月27日
　今日ラーヴィーJll（Darya－e　RavT）で大規模な洪水があった。サトルジ（Sat至j）Vil］
やビヤース川でも発生し，このためにグンダルナガル（Gundamagar）の発電所は壊れて
しまった。そのため停電し，バーザールや小路は明かりがないために活気がない。
1947年10月6日
　今日…中略…窓ガラスをつけようと出かけたら，チャラン・スイング（Caran　Singh　l
人名）の店は放火されていた。
1947年10月15日
　今日ラーホールではパキスタン軍の行進があった。
1947年10月30日
　今朝仕事に出かけると，今H4時にジンナーの演説があるというので，1時3◎分に公
休となった。だが私は12時に帰宅した…中略…4晴30分にバ～ザールに出かけた。ジン
ナーの演説をラジオで聞いた。　　　　’
1947年ll月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤ　ナ　メ
　今朝仕事に出かけた…中略…夕方…中略…断聞を読む。その後『王の翻の一部を読み，
イクバールの窪隊商の鈴の音藍を読んでいた。
1948年1月30日
　今N，マハートマー・ガーンディー（Mah2tma　Gandki）を誰かが銃殺したという薪し
い噂を聞いた。今は8時半である。
1948年｝月31日
　今朝仕事に行くと，昨臼48年1月30Hの4時過ぎ，マハートマー・ガーンディー一が似
祈りの集会（prarthafia）に向かっていたところ，ピストルによる発砲で殺害されたと判
明した35。私が工場に行くと，今日はガーンディーが殺害されたことへの哀しみに，江
場が］閉まっているとわかり，帰宅した…中略…今Bはガーンディーのため，彼を哀悼し
て完全なストが行われ，バーザールは全て閉まっていた。
1948年2月9H
　今日は2月9臼だ。パキスタン政府から，今日から物乞いが非合法であるとの布告が畠
た。もし乞食が物乞いをしていて捕まると，326条27項に基づいて罰せられるとのことだ。
今欝，多くの乞食が物乞いしていて逮捕され，警察は彼らを捕らえてラーホールに連行し
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た。今夕，乞食が小路やバーザールで乞食しているところが一切見られなかった。
1948年2月16日
　今朝仕事に出た。ミルザー・イブラーヒームがラーワルピンデイーで逮捕されたという。
1948年2月17日
　今朝仕事に出ると，今日は終日ストライキだとわかった。そのため帰宅した。
1948年7月1日木曜
　今Hはパキスタン銀行開業のため休日だった。
本稿は，平成18年度大学教育の国際化推進プログラム（海外先進研究実践支援）「アジァ
諸民族の動態的考察に関する資源構築」（取り組み担当者：山根聡）および人間文化研究
機構プログラム「イスラーム地域研究」京都大学拠点「イスラーム世界の国際組織の基礎
研究」内「イスラーム中道派の研究」の成果である。
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死者数は推定50万入から100万人［加賀谷　浜口：172］，1951年までにtインドから西パキス
タンに移佐した人の数は650万入（東パキスタンへは70万人〉にのぼった［前掲書：172］。
萩田1996「動乱文学」『アジア理解講座1996年度第1期「ウルドゥー（パキスタン）文学を味わ
う」』国際交流基金アジアセンター，pp．　61　一　69，
山根「動蹴文学」縫刊朝日百科　インドの文学麗朝H新聞社
萩田，pp．62－65．
たとえばt独立直後の8月15日の日記でも省略された箇所があるが，どんな部分が省略された
のか，といった点は明らかになっていない。
1931年から1934年に展開された不服従運動を指すのではなく，校訂者が注で示したとおり，「直
接行動」の意を揚す。
ジンナーがtパキスタン獲得を羅的に呼びかけたゼネストなどの随接行動デー」が実施された。
だがその結果，カルカッタで大慮殺が発生した百1940年代アジァ総合年表』p．170］ほか，ベ
ンガル，ビハール，パンジャーブでヒンドゥーとムスリムの紛争が激化した［長崎：421］。カル
カッタでは8月16Bから20臼にかけてヒンドゥー，ムスリム合わせて約4000人が殺害されt
数千入が負傷した［メトカーフ：310」。
ムスリム啓藪選動を撰ったアリーガル派のザファル・アリー・ハーンが1911年にラーホールか
ら創刊した雑誌。
1946年7月29日，ムスリム連盟評議会は，閣僚使卸団案受諾を撤園し，「パキスタン」実環の
ための蕊接行動を決議£加賀谷・浜Vl：22］した。その結果，妥協と合憲的方法によるインド問
題の平和的解決の努力はすべて尖敗し薮前掲書：165］た。岡年9月2日，鍵畏会議派によって
中間政府が樹立したが，ムスリム連盟はこの日を「服喪日（yaum－e　sl頭h）」とすることを呼び
かけた［Naush髄：53］。なお，ムスリム連盟はその後10月13日に中間政蔚への入閣を決定した。
siy5h　parcam（喪章）のこと。
ムスリム達盟民族防衛隣（Muslim　League　National　Guard）は，不服従運動（Sivil　NAfarmanl
1931　一　34）期に率先して参加した。ここでいうf民族（national）」は，「ムスリム琵族」の意。
ラーホール軍管区には同隊長バーブー・タージュッディーン（Babif　T2juddln）がいたが，被は
鉄道周の工員だった［NaushAhT：53］。
ラーホール市内の公園で，パキスタン独立運動期，ムスリム連盟の集会が行われていた［N’　aush2hT：
53］。
当聴のパンジャーブ首相ヒズル・ハヤート・ハーンは1将23日にウェーヴェル総督と会談し，
翌24H，ムスリム連盟毘族防衛隊およびヒンドゥーの畏族義勇隅（RSS）を葬合法化し，欝察
が防衛隊の本部を急襲，駆けつけた連盤指導者を逮捕した。これに対するムスリム連盟支持者の
反発がパンジャーブ各地に拡大し，指導者たちが逮捕された［Naushahl　：54；『1940年代アジァ
総合壬1三表退　P．171］G
バサント（basafit）はヒンドゥー起源の春の祝祭で，瞳嘩厭を揚げることで知られる。現在もラ
ー ホールなどで春分の時期に開催されるが，凧揚げでの事故による死傷者が出ることを理由に，
パンジャーブ州政府は凧揚げを禁じている。
パンジャーブ州政府は，ムスリム連盤指導者の釈放とともに、民族防衛隊および民族義勇鐵の非
合法化を撤園した［『1940年代アジア総合年表匪p．171i。
ig43年から45年まで州総督を勤めたエヴァン・ジェンキンズ卿［Naus穂h1：55］。
ラーホールの郊外，現在のインドとの国境地点ワーガー近郊の町。
原語k譲rk撚na。当時は小麦の製粉場もこう呼ばれた。ここでは，ミヤーン・ラフK一ウッディ
ー ン所有の製粉場を指す［NaushAhi：56〕。1940年操業の製粉場で，ムスリム連盟の集会も開催
された。
パンジャーブ州では，ジンナー率いるムスリム連盟が選挙で勝利していたにもかかわらず，選挙
で10議席しかとっていない連合党のヒズルが，国民会議派とスィクのアカーリー・ダル（党）
と連立して政権をとっていた。これに対しジンナーは異を唱え，不服従運動を展淵，3月にヒズ
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　　ルを辞任に追い込んだ。
201947年2η23日，パンジャーブ州善根ヒズルはムスリム達盟指導者との合意に達し，政治犯全
　　員の釈放を実施した。またデモに対する鯛隈も撤廃された。これによりムスリム連盟は不服従運
　　動をやめた。
2三パンジャープのムスリム連盟による不服従運動は撤回された［Aziz圭997：377］。
22　ムスリム連盟指導者の釈放を祝うため。
23　ヒズル・パンジャーブ州着相は3月2Bに辞任した［Aziz：p．378］。
24　ミルザー・イブラーヒームα905生）は北インドでの労働運動の最初期の詣導者として知られ，
　　北藩鉄道局の労働運動を指導した。
25　原文“Bacca　bacca　kat　mfiregA，　nahip　baneg2　P2kistAn”
26パンジャーブ州での政争は，ヒンドゥーとムスリムではなく，スィクの存在が大きかった。スィ
　　クはパンジャーブ州（当時）で入口の13％を占め，パキスタンへの編入を振否していた。しかし
　　統一インド案が断念されると，分離独立に伴い「ヒンドゥー地域とムスリム地域」によって国境
　　画定が進められ，スィクの故地パンジit・一ブが分断される結果を招いた。スKクはパンジit・一ブ
　　の分断に反対し，反パキスタン運動を展開した［メトカーフ：312〕。
27同じ雷葉を繰り返している。
28　鉄道局の略称。
29　　略毒勇；不明0
30　このあと12，13，16日の目記が続くことから，11日の印刷ミスと考えられる。
31　イギリスのヴィクトリア女王のことか。
32大阪外国語大学外国人招｝跨教員のムハンマド・ファハルルバク・ヌーリー博士（Dr．　Muhammad
　　Fa塾arul箪aq　Naf｝）によれば，この場合，「インドもしくはパキスタンのいずれかへの帰属の意
　　志の表明ではないか」とのことである。
33　運河で流れ着いた遺体はその騒乱の犠牲者であろう，と推測している。
34原語‡護’im葡s（time　office）。文申随所に出る「番号記入」と合わせて考えるに，勤務時間の管理
　　のため，労働者各自の番号を出勤・退社時に記録し，給与支払いの折に勤務時問を算出する捌度
　　があったのではないかと考えられる。
35印パ分離独立後，ガーンディーはインド・ムスリムの統一を力説し，ヒンドゥーの思い上がりを
　　徹底的に批判する活動を取っており，会議派指導部や一部ヒンドゥーにとって厄介な存在であっ
　　た［中村：183］。
（2007．　4．　12受理）
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